
  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

墜落・転落災害防止のポイント！ 

荷の積み卸し作業 

荷のシート掛け・シート外し作業 

保護帽を必ず着用する。 

耐滑性のある 
靴を使用する。 

荷締め作業は荷の上 
ではなく地上から。 

荷締め器具の 
機能等は作業前に 
点検する。 

あおりの上に立つ場合、 
あおりの固定を確認する。 

荷締め時のトラック等 
の逸走を防止する。 

北九州東労働基準監督署 門司支署 

荷締め作業 

昇降時は、飛び降り禁止！ 

ステップ使用！三点確保！ 

裏面につづく 
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陸上貨物運送事業の労働災害が多発！ 
北九州東労働基準監督署 門司支署 

 

当署管内（門司区内）の陸上貨物運送事業における労働災害（休業 4 日以上）の発生状況については、

令和２年（2020 年）は 51 件（直近 20 年で最多。前年＋16 件、＋45.7％）と多発しており、このままでは

死亡・重篤災害の発生も危惧されます。つきましては、コロナ禍で大変な状況ですが、労働災害の減少、

死亡・重篤災害の撲滅のため、当リーフレットもご活用いただき、労使一体となった労働災害防止活動の

推進、徹底をお願いします。一人ひとりかけがえのない人、ご安全に！ 

特に、『トラックの荷台や運転席からの転落』、『被災者の年齢が 40 代以上（約８割）』といった労働

災害が多く発生していますので、ご注意ください（以下参照）。 

・事故の型 ①墜落・転落災害 18 件（35.3％） ②動作の反動等 11 件（21.6％） 

③はさまれ・巻き込まれ 6 件（11.8％） 

・起 因 物 ①トラック 19 件（37.3％） ②フォークリフト 6 件（11.8％） 

③その他の仮設物・建築物・構築物 5 件（9.8％） 

・年  齢 ①50 代 16 件（31.4％） ②40 代 15 件（29.4％） ②60 代 9 件（17.6％） 

・経験年数 ①1 年超～5 年以下 12 件（23.5％） ②20 年以上 11 件（21.6％） 

③1 年以下 10 件（19.6％） ③5 年超～10 年以下 10 件（19.6％） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  （点検日：    年  月  日） 

チェック項目 レ 

1 荷役災害防止の担当者を指名し、安全対策や荷主との連絡調整を行わせていますか  

2 保護帽、安全靴、安全帯、作業服、保護具を正しく着用・使用させていますか  

3 荷役作業の作業手順書を作成し、安全衛生教育を実施・徹底させていますか  

4 墜落・転落防止設備、安全帯取付設備、安全な昇降設備を設けていますか  

5 フォークリフト、移動式クレーンの作業計画を作成していますか  

6 資格確認は原本で行い、有資格者に業務を行わせていますか  

7 転倒防止措置（安全通路の確保、整理整頓、教育等）を徹底していますか  

8 腰痛予防措置（ストレッチ、教育、機械設備の使用等）を徹底していますか  

9 交通災害防止措置（時間管理、意識高揚、教育、点検等）を徹底していますか  

1０ ＫＹ活動やリスクアセスメントを実施していますか  

 

【参照】 

『陸上貨物運送事業における荷役作業の安全対策ガイドライン』 

『陸上貨物運送事業における重大な労働災害を防ぐために』(５大災害防止) 

『交通労働災害防止のためのガイドライン』 

安全点検チェックシート 

（R３.１） 

保護帽のポイント！ 

腰痛予防これだけ体操！ 

１ ｍ

いちめーとる

は一

いち

命

めい

とる！ 

飛来・落下物用 

帽体 

墜落時保護用 
衝撃吸収 
ライナー 帽体 

安全靴のポイント！ 

つま先部に鋼製先芯が入った安全靴 つま先部に樹脂先芯が入った安全靴 

屈曲性が良いと歩行が安定する 屈曲性が悪いとつまずき･滑りの両方が起きる 

靴底の接地面積が 

大きくとれるので 

安定する 

不足するので 

歩行が不安定 

靴底の接地面積が 

一定のトゥスプリングがあると歩き易い トゥスプリングが低すぎるとつまずき易くなる 

(つま先部の高さ) 

耐滑性のある安全靴：JIS「F1、F2」マーク 

衝撃吸収性のある安全靴：JIS「Ｅ」マーク 

ヒザは 

できるだけ 

伸ばす 

骨盤を 

押し込む 

イメージ 

① 足を肩幅より

広めに開いて、

両手を支点に、

腰をしっかりと

反らす。 
 

② 息を吐きつつ

最大限に反らし

た状態を３秒間

保つ。 

（１～２回） 

（目安:FRP 製 5 年,ABS 製 3 年） 


